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防災教育学習指導計画（案） 

「自然災害からくらしを守る（小学校第４学年社会科）」 

 

１．経緯と目的 

自 然 災 害 か ら 命 を 守 る た め に は 、 一 人 一 人 が 災 害 時 に お い て 適 切 な 避 難 行 動 を と る 能

力 を 養 う 必 要 が あ り ま す 。 幼 少 期 か ら 防 災 教 育 を 進 め る こ と は 、 自 然 災 害 に 関 す る 「 心

構 え 」 と 「 知 識 」 を 備 え た 個 人 の 育 成 に 効 果 的 で あ り 、 こ れ に よ り 子 供 か ら 家 庭 、 さ ら

に 地 域 へ の 防 災 知 識 等 の 浸 透 が 期 待 さ れ て い ま す 。  

国 土 交 通 省 利 根 川 上 流 河 川 事 務 所 で は 、 大 規 模 水 害 に 対 し 、 「 逃 げ 遅 れ ゼ ロ を 目 指

す 」 こ と を 目 的 に 、 第 ４ 学 年 社 会 科 の 単 元 『 自 然 災 害 か ら く ら し を 守 る 』 の 教 材 観 ・ 指

導 観 、 単 元 の 目 標 か ら 作 成 さ れ た 群 馬 県 板 倉 町 立 小 学 校 の 学 習 指 導 計 画 （ 案 ） を 基 に 、

管 理 す る 河 川 の 沿 川 及 び そ の 周 辺 の 自 治 体 に あ る 学 校 に お い て も 活 用 で き る よ う に 「 河

川 に 関 わ る 資 料 」 を 付 し た 『 防 災 教 育 学 習 指 導 計 画 （ 案 ） 』 を 作 成 し ま し た 。  

 

２．教材観・指導観 

『 自 然 災 害 か ら く ら し を 守 る 』 の 単 元 は 、 学 習 指 導 要 領 の 改 訂 に 伴 い 小 学 校 第 ４ 学 年

の 内 容 に 独 立 し て 移 行 さ れ た も の で あ り 、 県 や 市 町 等 の 地 域 の 関 係 機 関 や 人 々 は 自 然 災

害 に 対 し て 協 力 し て 対 処 し 、 様 々 な 備 え を し て い る こ と を 理 解 で き る よ う に す る こ と を

ね ら い と し て い ま す 。 ま た 、 「 自 然 災 害 時 に お け る 地 方 公 共 団 体 の 働 き や 地 域 の 人 々 の

工 夫 ・ 努 力 等 に 関 す る 指 導 を 充 実 す る こ と 」 が 示 さ れ て い ま す 。  

そ の こ と を 踏 ま え 、 自 然 災 害 の 中 か ら 主 に 水 害 を 取 り 上 げ 、 「 つ か む 」 、 「 調 べ

る 」 、 「 み ん な で 確 か め る 」 、 「 広 げ 深 め る 」 と い う 過 程 で 教 材 観 ・ 指 導 観 を 設 定 し て

い ま す 。  

「 つ か む 」 過 程 で は 、 は じ め に 過 去 に 発 生 し た カ ス リ ー ン 台 風 や 関 東 ・ 東 北 豪 雨 、 令

和 元 年 東 日 本 台 風 (台 風 19 号 )の 被 災 状 況 の 写 真 や 映 像 な ど を 見 た 後 、 台 風 や 洪 水 に つ い

て の 本 や 資 料 を 集 め て 調 べ る と と も に 、 も し も 身 近 な 利 根 川 や 渡 良 瀬 川 の 堤 防 が 再 び 壊

れ た ら ど う な る か を 話 し あ い 、 利 根 川 が 過 去 に 氾 濫 や 被 災 し た 事 実 に 気 付 か せ て 、 も し

も 今 利 根 川 が 氾 濫 し た ら ど う な る の か 、 被 害 を 減 ら す た め に “ 誰 が ” 、 “ ど の よ う な ”

取 組 を 行 っ て き た の か と い う 視 点 を も っ て 、 調 べ る 過 程 に 入 る 。  

「 調 べ る 」 過 程 で は 、 利 根 川 の 氾 濫 に よ る 「 水 害 」 の 備 え に 対 す る 「 国 ・ 県 ・ 市 町 ・

地 域 ・ 小 学 校 」 の 取 組 に つ い て 調 べ て い く 。 そ の 際 、 河 川 の 整 備 、 地 域 防 災 計 画 の 策

定 、 水 防 団 の 強 化 等 、 「 国 ・ 県 ・ 市 町 ・ 地 域 」 が 協 力 し 、 様 々 な 方 法 で 「 水 害 」 に 備 え

て い る 様 子 を 捉 え る こ と が で き る よ う に す る 。 利 根 川 の 歴 史 や 氾 濫 に よ る 被 害 状 況 、 水

害 に 対 す る 当 時 の 人 々 の 活 動 を 学 び 、 現 在 ま で の 水 害 に 対 す る 地 域 や 行 政 機 関 の 取 組 を

理 解 す る 。 ま た 、 地 域 の 消 防 署 や 市 町 職 員 を ゲ ス ト テ ィ ー チ ャ ー と し て 話 を 聞 き 、 地 域

や 市 町 の 水 害 へ の 対 応 を 知 る 時 間 を 設 け る 。 さ ら に 、 実 際 に 水 害 が 起 き た ら 国 や 県 ・ 市

町 ・ 消 防 署 ・ 警 察 署 が ど の よ う に 対 応 す る か 調 べ る と と も に 、 自 分 が で き る こ と を 考 え

て も ら い 、 水 害 へ の 備 え の 必 要 性 を 感 じ さ せ る 。  

「 み ん な で 確 か め る 」 過 程 に お い て は 、 利 根 川 の 河 川 防 災 ス テ ー シ ョ ン で 防 災 体 験 と

し て 、 豪 雨 体 験 や 土 の う 作 り 、 災 害 対 策 車 両 の 見 学 を 行 い 、 水 害 の 発 生 す る 雨 の 強 さ や

水 害 対 応 に つ い て 実 地 体 験 を 行 う 。  

「 広 げ 深 め る 」 過 程 に お い て は 、 こ れ ま で 学 ん で き た 水 害 へ の 対 応 の 取 組 を 踏 ま え 、

子 供 た ち が 各 自 の マ イ タ イ ム ラ イ ン の 作 成 を 行 い 、 水 害 発 生 時 の 各 自 の 防 災 行 動 を あ ら

か じ め イ メ ー ジ し て 、 安 全 に 避 難 す る た め の 行 動 と タ イ ミ ン グ 、 課 題 を 考 え 、 大 規 模 水

害 に 対 し 「 逃 げ 遅 れ ゼ ロ 」 を 達 成 で き る 避 難 行 動 計 画 を 考 え る こ と と し た 。  

 

（用語） 

水害：水による災害、すなわち洪水や高潮など、水によりもたらされる個人的・社会的被害の総称。 水災

（すいさい）。 これを制御することを治水と呼ぶ。 

氾濫：川の水などが増して勢いよくあふれ出ること。洪水になること。 

 

 

 

３．単元の目標 

 

○ 過 去 に 発 生 し た 自 然 災 害 、 関 係 機 関 の 協 力 な ど に 着 目 し て 、 聴 き 取 り 調 査 を し た り 資 料

で 調 べ た り し て ま と め 、 群 馬 県 の 関 係 機 関 や 人 々 は 、 災 害 に 対 し 様 々 な 協 力 を し て 対 処

し て き た こ と や 、 今 後 想 定 さ れ る 自 然 災 害 に 対 し 、 様 々 な 備 え を し て い る こ と を 理 解 す

る こ と が で き る よ う に す る 。  

○ 今 後 起 こ り う る 自 然 災 害 に 対 し て 地 域 の 関 係 諸 機 関 や 人 々 が 行 う 、 自 然 災 害 か ら 人 々 を

守 る 活 動 を 捉 え 、 日 頃 か ら 備 え を す る な ど 、 自 分 た ち で で き る こ と を 考 え 、 選 択 ・ 判 断

す る こ と が で き る よ う に す る 。  

○ 自 然 災 害 か ら 人 々 を 守 る 様 々 な 取 り 組 み に つ い て 学 習 問 題 の 解 決 に 意 欲 的 に 追 究 し 、 地

域 社 会 の 一 員 と し て 自 分 た ち に で き る こ と を 考 え 協 力 し よ う と す る 態 度 を 養 う こ と が で

き る よ う に す る 。  
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４．指導計画（案） 

指導計画（全１２時間） 

単元名 自然災害からくらしを守る 

 

段 主な学習活動 時 予想されるこどもの反応  ◇資料 指導・支援 関係する資料 第４学年以外で学ぶ内容 ページ

①過去に発生した災害の写真や
映像などをみて、災害について
話し合おう。

1

◎家が水につかっている。
☆カスリーン台風の時の写真
☆平成 27 年  関東・東北豪雨
◎台風や洪水についての本や資料を集めて調べよう。
☆人々のくらしは？
☆どんな被害だったのか

○過去に板倉町（ 群馬県） で大きな災害となったカス
リーン台風や、茨城県の水害について取り上げることに
より、より身近で喫緊の課題として捉え、追求しようと
する意欲を高めることができるようにする。

学習問題について予想し、単
元の学習計画を立てる。

◎もしも、利根川や渡良瀬川の堤防が壊れたら、どうなる
のかな、家の人に聞いて、家の備えを調べよう。
☆自宅や自分たちの地域はどうなるのかな。
☆町や国の人たちはどうするのかな。
☆家の人や自分はどうするかな。

〇「県や町」「地域」「家庭」
「防災センター」「学校」などの観点で調べていくとい
う見通しを持つことができるようにする

②過去にどのような災害がおこ
り、県や地域の人たちはどう対
応してきたのか調べて、年表に
表してみよう。

2

◎年表にすると、何年おきにあったか、どんなことがあっ
たか、わかりやすくなる。
◎水害が減っている理由を考えてみよう。
◎板倉町で起きそうな災害は？
災害の年表（ 東京防災等  参考）

〇過去の水害について資料で調べたり、年表にまとめた
りする活動を設定することにより、これまでの災害につ
いて視覚的に捉えることができるようにする。
〇日本で発生した主な自然災害について、年代、 種類
に整理して提示する。
〇被害の大きさ、生活への影響も理解できるよう、写真
や説明を加える。

・全国の主な自然災害と利根川の主要洪水の被
害状況
＜参考資料＞
・河川改修
・遊水地・調節池・ダム
・堤防強化
・治水対策の効果
・減災対策

河川改修・減災対策は、第
５学年の内容

③わたしたちの学校での災害に
対する備えについて調べよう。
□地震の時
□風水害の時

3 ◎学校にある災害に対する備えをしらべよう。
☆体育館の横に防災倉庫があるよ
☆職員室、体育館に AED がある
　　AED    防災倉庫耐震設備等
◎アレルギー対応食品はあるのかな

〇気付きを「防災のひみつ発見カード」に表す活動を
設定することにより、集めた情報を共有したり、整理し
たりすることができるようにする。

・板倉町の防災施設等
・洪水浸水想定区域図

④わたしたちの町での水害に対
する備えについて調べよう。

4 ◎板倉町では、風水害に対する備えはどうしているので
しょう。
☆水塚、あげ船、訓練風景 土嚢、排水機場
◎排水機場はどんな働きをするのかな。
☆町役場の人の話　 川の水が増えると大変だね。

〇身近な地域を調査することにより、水害の備えとその
意味を具体的に理解することができるようにする。

・救命・救助のイメージ写真
・板倉町の避難所
・板倉町の排水機場

⑤消防団や自主防災組織の取組
について調べよう。

5 ◎消防団や自主防災組織について調べよう。
☆地域が協力することで災害を少しでも減らせるね。
消防訓練
◎消防団の人に話をきこう

〇消防署の人や町役場の担当者をゲストティーチャーと
して招いて、話を伺うようにする。

・水防訓練、避難訓練、防災備品
・水防拠点・堤防点検

⑥水害が発生した時に、県や
町、消防署や警察署の人々がど
のような対策をしているのか調
べよう。

6 ◎風水害が起こったときに、国や県、町はどのような対策
をとるのだろう。
・TEC-ＦＯＲＣＥ
◎資料をみて調べよう
☆自助  ガイド、リーフレット
☆共助  板倉町の防災訓練
☆公助  自衛隊  防災センター

〇水害が発生すると、県や町などの関係機関は、協力し
て対処してきたことを具体的に捉えることができるよう
にする。

・防災関係機関の情報伝達
・自衛隊、ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ
＜参考資料＞
・外水氾濫と内水氾濫のメカニズム
・内水による浸水、被害軽減のための排水施設
・洪水時の関係機関の働き

国・県の働きは、第５学年
の内容

⑦災害が起こった時、自分でで
きることはどんなことだろう。

7 ◎わたしたちにできることを考える
☆避難所での生活の写真や記事
◎避難所の生活と普段の生活はちがうね。
☆助け合うことが大切だね。
◎避難所ってどんな感じだろう。
◎避難の仕方はどうすればいいのかな
◎避難所ではどんなことをすればいいのだろう。

〇災害当時の避難所の様子を撮った写真や新聞記事を見
て、避難者の生活を考えさせるようにする。

・避難所の写真
・洪水ハザードマップ
＜参考資料＞
・事前避難、避難行動、川の防災情報

み
ん
な
で
確
か

め
る

⑧防災体験ができる施設に行っ
てみよう

８
９
10

◎防災体験ができる施設では、どのような学習ができるか
な。
☆土のう作り体験
☆降雨体験
◎防災体験ができる施設に行き、どんなことを学びました
か。

〇利根川防災センターを見学し、豪雨体験や土嚢作りな
どの体験を通して、防災の意識をもつようにする。

〇逃げるを基本として
「自分自身の命は自分で守る」を意識させる。

・体験学習の様子
・体験施設の様子

広
げ
深
め
る

⑨防災の取組を学んできて
⑩自分たちに何ができるのかを
考えて、「マイ・タイムライ
ン」を作ってみよう。

11
12

◎マイ・タイムラインの作り方を見てみよう。
◎自分のタイムラインを作って見ましょう。

〇考えたことを「マイ・タイムライン」に表す場を設け
ることで、水害が起きる前や起きた後の防災・減災の取
り組みについて具体的に考え、判断できるようにする。

・マイタイムラインノート
・避難の留意事項

つ
か
む

調
べ
る

・水害写真１：S22年カスリーン台風（利根川
の決壊）
・水害写真２：平成27年関東・東北豪雨（鬼怒
川の決壊）
・利根川の増水写真（H27年9月台風17・18
号、R元年東日本台風）
＜参考資料＞
・利根川流域、地形
・利根川の成り立ち「利根川の東遷事業」
・利根川と渡良瀬川にかこまれた板倉町の地形

地形は第3学年の学習内容
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4.1 （1／12）過去に発生した自然災害 

防災教育学習指導計画（案）「自然災害からくらしを守る（小学校 第４学年 社会科）」 
学習指導計画（案）作成：板倉町立板倉東小学校 

追記：国土交通省 利根川上流河川事務所                                                                               

河川に関わる資料：国土交通省 利根川上流河川事務所 

時限 小単元 ねらい 

１／１２ 「過去に発生した自然災害」 
・過去に板倉町（群馬県）で大きな災害となったカスリーン台風や茨城県の水害について取り上げることにより、より身近で喫緊の課題

として捉え、追究しようとする意欲を高めることができるようにする 

        
学習指導計画（案）  

河川に関わる資料 備考 
過程 

子供の活動 
（◆主な学習活動、・子供の反応、

内容） 

指導・支援 

 

つかむ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆１：過去に発生した災害の写真

や映像などをみて、災害につい

て話し合おう。 

 

学習問題について予想し、単元

の学習計画を立てる。 

 

◎家が水につかっている 

☆カスリーン台風の写真 

・家が１階屋根あたりまで水につ

かっている。 

・歩くのが大変そう。 

☆平成27年関東東北豪雨 

茨城県常総市の写真 

・水が茶色い。 

・道路がない。 

・川の右側の方がひどい 

 

◎台風や洪水についての本や資料

を集めて調べよう。 

☆人々のくらしは？ 

☆・どんな被害だったのか 

 

◎もしも、利根川や渡良瀬川の堤

防が壊れたら、どうなるのかな

家の人に聞いて、家の備えを調

べよう。 

☆自宅や自分たちの地域はどうな

るのかな。 

・板倉町の低いところは水浸しに

なる。低い家は水に浸かる。 

☆町や国の人たちはどうするのか

な。 

・市民へ情報を伝える 

・壊れた堤防を工事で直す 

・避難誘導を行う 等 

☆家の人や自分はどうするかな。 

・逃げる。避難する。 

 

〇過去に板倉町（群

馬県）で大きな災

害となったカスリ

ーン台風や、茨城

県の水害について

取り上げることに

より、より身近で

喫緊の課題として

捉え、追求しよう

とする意欲を高め

ることができるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇「県や町」「地

域」「家庭」「防

災センター」「学

校」などの観点で

調べていくという

見通しを持つこと

ができるようにす

る 

 

 

水害写真 1（昭和 22 年カスリーン台風：利根川の決壊）（参照：防災教育学習指導計画（案）解説、p1） 

  

   

 

         

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象学年 

第 4 学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)利根川沿川の浸水 (3)利根川の堤防決壊による浸水区域 

× 
堤防決壊箇所 

(6)栗橋町（現久喜市）の浸水 

(2)利根川の破堤箇所（現加須市） 

堤防決壊箇所 

× 

× 

堤防決壊箇所 

・豪雨により、利根川や渡良瀬川では異常な水位

上昇となり、複数個所で堤防が決壊しました。 

(5)栃木県足利市の浸水被害 

・利根川から氾濫した水は埼玉県東部を水没
させた後、東京都の葛飾区や江戸川区、足
立区まで到達しました。 

・利根川では異常な水位上昇となり、延
長 1300m にわたって溢れ出し、溢れ
た水によって堤防が徐々に破壊され、
約 350m に亘って決壊しました。 

・川からあふれた水は、膨大な土砂と共に流れ出し、多くの人命と財産が失われました。 

(4) 板倉町海老瀬地先の東武鉄道の 

被災状況  

川からあふれた水 
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学習指導計画（案）  

河川に関わる資料 備考 
過程 

子供の活動 
（◆主な学習活動、・子供の反応、

内容） 

指導・支援 

 

 

つかむ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水害写真２（平成 27 年関東・東北豪雨：鬼怒川の決壊） 

 
 

 

   
   

 

 

 

対象学年 

第 4 学年 

 

 

つかむ 

＜参考情報＞ 

◎雨が降って利根川や渡良瀬川が

増水したらどうなるのでしょ

う。 

・ふだんは散歩や、スポーツ、公

園等で利用されている河川敷が

水に浸かる。 

・河川敷に駐車していると車も浸

かる。 

 

 

 

 利根川の増水写真（平成 27 年 9 月台風 18 号、令和元年東日本台風（台風 19 号）） 
 

 

利根川：栗橋地点                       渡良瀬川：古河地点  

 

平常時               増水時              平常時               増水時 

 

 

利根川：栗橋地点                   利根川：芽吹橋地点 
 

 

 

 

 

 

 

平常時               増水時              平常時               増水時 

 

   

 

対象学年 

第 4 学年 

(7) 茨城県常総市の堤防決壊地点からの氾濫状況  (8) 氾濫水による浸水状況  

・豪雨により、鬼怒川では異常な水位上昇となり、複数個所で

堤防から溢れた他、常総市三坂
み さ か

地先で堤防が決壊しました。 

・鬼怒川の決壊等に伴う氾濫水により、常総市では面積の約 1/3 に相当

する範囲で浸水被害が発生しました。 

(9) 出水による河川の増水状況（平成 27 年 9 月台風 18 号）  

・写真は、利根川や渡良瀬川の監視のために設置されているライブカメラの写真です。 

左側が平常時、右側が洪水により増水している時の写真です。 

(10) 出水による河川の増水状況（令和元年東日本台風（台風 19 号）） 
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1)＜参考資料＞利根川の増水状況／利根川の成り立ち 

学習指導計画（案）  

河川に関わる資料 備考 
過程 

子供の活動 

（◆主な学習活動、・子供の反応、

内容） 

指導・支援 

 

つかむ 

 

◆身近な利根川の水害の歴史を資料

から調べる。 

・過去の歴史からも地域住民は水害

に悩まされてきた。 

・同じ地域が何度も水害にあってい

る。 

・近年も増水している。 

 

◆水害の発生の背景として、流域の

特徴を資料から調べる。 

・利根川の流域は日本一広い。 

・河川の勾配はとても緩やかで、水

が下流に流れにくい。 

・人口が川沿いに集中している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 利根川流域の特徴（参照：防災教育学習指導計画（案）解説、p20～24） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象学年 

第 4 学年 

 

 

地形は第 3

学年の学習

内容 

利根川の成り立ち「利根川の東遷事業」 

地形 
利根川の流域 

・利根川は、その源を群馬県の大水上山（標高 1,831ｍ）に

発し、渡良瀬川や鬼怒川、小貝川等の支川を合わせ、野田

市において江戸川を分派し、太平洋に注ぐ幹川流路延長

322km、流域面積 16,840 ㎞ 2の一級河川です。 

・その流域は、東京都、埼玉県、千葉県、茨城県、栃木県及

び群馬県の 1 都 5 県にまたがります。 

・利根川の流路は、元は東京湾に流れ

込んでいましたが、徳川家康の「利

根川東遷事業」により太平洋に流れ

るよう変更されました。 

・利根川は、東・北・西の三方を高い山地に囲まれ、南東側だけが関東平野に連なる低地になっています。 

・この地形的特徴により、利根川の右岸堤防が万が一決壊すると、その氾濫は埼玉県東部、東京都まで達する可能性がありま

す。 

板倉町付近 
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学習指導計画（案）  

河川に関わる資料 備考 
過程 

子供の活動 

（◆主な学習活動、・子供の反応、

内容） 

指導・支援 

 

 

つかむ 

 

 

・板倉町周辺は、利根川と渡良瀬川

の堤防にかこまれている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
（出典：国土地理院 地理院地図） 

写真 板倉町付近の空中写真 

 

        

 

 

 

 

地形は第 3

学年の学習

内容 

  

利根川・渡良瀬川にかこまれた板倉町の地形 

・板倉町は、利根川と渡良瀬川に囲まれています。板倉町の地盤高は、利根川や渡良瀬川

の堤防よりも低く、万一堤防が決壊すると、町全体が浸水する可能性があります。 

北 

北 

図 板倉町付近の立体地形（東北自動車道から東方向） 図 板倉町付近の立体地形 

（利根川の渡良瀬川合流点から北方向） 
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4.2 （2／12）過去に起こった災害 

防災教育学習指導計画（案）「自然災害からくらしを守る（小学校 第４学年 社会科）」 
学習指導計画（案）作成：板倉町立板倉東小学校 

追記：国土交通省 利根川上流河川事務所                                                                               

河川に関わる資料：国土交通省 利根川上流河川事務所 

時限 小単元 ねらい 

２／１２ 「過去に起こった災害」 
・過去の水害について資料で調べたり、年表にまとめたりする活動を設定することにより、これまでの災害ついて視覚的に

とらえることができるようにする。 

        

学習指導計画（案）  

河川に関わる資料 備考 
過程 

子供の活動 

（◆主な学習活動、・子供の反応、

内容） 

指導・支援 

調べる 

 

 

 

◆２：過去にどのような災害がお

こり、県や地域の人たちはどう

対応してきたのか調べて、年表

に表してみよう。 

 

・昭和22年カスリーン台風 

平成７年阪神・淡路大震災 

平成23年東日本大震災 

平成23年台風15号 

平成25年台風26号 

平成27年関東・東北豪雨 

平成30年台風22・24号 

令和元年東日本台風(台風19号) 

・地震があるね。 

・台風が多い 毎年ある。 

 

〇過去の水害について資

料で調べたり、年表に

まとめたりする活動を

設定することにより、

これまでの災害につい

て視覚的に捉えること

ができるようにする。 

〇日本で発生した主な自

然災害について、年

代、 種類に整理して

提示する。 

〇被害の大きさ、生活へ

の影響も理解できるよ

う、写真や説明を加え

る。 

全国の主な自然災害と利根川流域における主要洪水の被害状況（被災家屋数、浸水面積）  

（参照：防災教育学習指導計画（案）解説、p３） 

 

 

   

 

 

対象学年 

第 4 学年 

 

◎年表にすると、何年おきにあった

か、どんなことがあったか、わか

りやすくなる。 

◎水害が減っている理由を考えてみ

よう。 

◎板倉町で起きそうな災害は？ 

災害の年表（ 東京防災等  参考） 

 

・地震が多いね。 

・台風の被害もある。 

 

・被害を受けた人が多いのは？ 

 

 

・資料をみて、年表にし

てまとめさせる。 

 

・自然災害が自然の力に

よって引き起こされて

おり、この被害を減少

させるために人々は、

工夫を重ねてきたこと

に気づけるようにする 

 

 

 

・年表をみて、感想や思ったこと

を書きましょう。 

 

 

 

全国の主な自然災害と利根川流域における主要洪水の被害状況 

・利根川流域では、カスリーン台風が最大の被害となっ

ていますが、その後も台風等によって家屋浸水・全半

壊や農地の浸水被害が発生しています。 

・全国では、地震や津波による被害も発生しています。 
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1)＜参考資料＞利根川の河川改修事業 

学習指導計画（案）  

河川に関わる資料 備考 
過程 

子供の活動 

（◆主な学習活動、・子供の反応、

内容） 

指導・支援 

 

調べる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調べる 

【国・県の取組】 

【町・地域の取組】 

 

◆利根川の水害に対する国、都県、

市区町や地域等が進めている治水

対策・減災対策などについて調べ

る。 

 

＜治水対策（ハード対策）＞ 

・河川改修（国） 

・堤防整備［堤防強化］（国） 

・河道掘削（国） 

・放水路・排水機場の整備（国） 

・ダム・遊水地・調節池（国） 

 河川改修 （参照：防災教育学習指導計画（案）解説、p25～27） 

 

 
河川改修・

減災対策

は、第５学

年の内容 

・利根川では、明治期以降、大きな洪水が起きるたびに河川改修を実施し、安全に洪水を流せる水量（単位：m3/ｓ（読み：

トン））を増やしてきました。また、安全に洪水を流せる量を増やすとともに、堤防の築堤や強化、上流部ではダム群、中

流部では遊水地など洪水調節施設の整備を進めています。 

・八斗島（やったじま：群馬県伊勢崎市）地点の計画流量は、明治 44 年の計画では 5570m3/s ですが、平成 18 年の計画

では、16500m3/s と約３倍になっています。 

八斗島 

第 3 期工事の概要(明治～戦前の改修工事) 

戦後の改修工事 

明治 44 年改修計画 

昭和 24 年改修改訂計画 

明治以降の利根川の改修区間（第 1 期～第 3 期） 

平成 18 年利根川水系河川整備基本方針 

銚子 
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学習指導計画（案）  

河川に関わる資料 備考 
過程 

子供の活動 

（◆主な学習活動、・子供の反応、

内容） 

指導・支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 遊水地・調節池・ダム（参照：防災教育学習指導計画（案）解説、p２8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 堤防強化（参照：防災教育学習指導計画（案）解説、p29～30） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
河川改修・

減災対策

は、第５学

年の内容 

  

渡良瀬遊水地 菅生・稲戸井・田中調節池 藤原ダム 矢木沢ダム 

・利根川中流部には、洪水を一時的にため込んで下流に流れる洪水の量を減らすための施設として、渡良瀬遊水地、菅生

調節池、稲戸井調節池、田中調節池の整備が進められています。 

・利根川上流部には、洪水をため込んで利用するための多目的ダムが数多く建設されています。 

堤防強化対策区間 堤防強化の断面図 

堤防強化区間の写真 

・昭和 22 年 9 月のカスリーン台風による利根川の決壊により、そこから溢れた濁流は埼玉県東部及び、下流は東京都葛飾

区、江戸川区まで達しました。もし今、利根川が決壊すれば、首都圏では甚大な被害が発生すると想定されます。 

・このことから、災害の発生防止及び被害軽減のため、築堤や堤防のかさ上げ、引堤などにより、洪水が河川から溢れない

ようするとともに、堤防そのものを拡幅し堤防が決壊しないように努めています。 
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2)＜参考資料＞国が行う治水対策 

学習指導計画（案）  

河川に関わる資料 備考 
過程 

子供の活動 

（◆主な学習活動、・子供の反応、

内容） 

指導・支援 

 

調べる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国・県の取組】 

【町・地域の取組】 

 

◆利根川の水害に対する国、都県、

市区町や地域等が進めている治水

対策・減災対策などについて調べ

る。 

 

 

＜治水対策の効果＞ 

・渡良瀬遊水地の治水効果 

 治水対策の効果（施設効果）（参照：防災教育学習指導計画（案）解説、p31～32） 

H27.9 月 台風 17・18 号                    平成 29.10 月 台風 21 号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年東日本台風 (台風 19 号) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
河川改修・

減災対策

は、第５学

年の内容 

・渡良瀬遊水地は日本最大の遊水地で、普段はレクリエーションの場として利用されていますが、洪水時には、渡良瀬

川、思
おもい

川
がわ

、巴波
う ず ま

川
がわ

の水をいったん取り込み、遊水地周辺や下流に流れる量を軽減し、利根川の水位を低下させます。

昭和 45 年から供用され、令和元年も含め今まで 1５回の貯留実績があります。 



 

11 

学習指導計画（案）  

河川に関わる資料 備考 
過程 

子供の活動 

（◆主な学習活動、・子供の反応、

内容） 

指導・支援 

 

調べる 

 

 

【国・県の取組】 

【町・地域の取組】 

 

◆利根川の水害に対する国、都県、

市区町や地域等が進めている治水

対策・減災対策などについて調べ

る。 

 

＜減災対策＞ 

・タイムライン 

・ホットライン 

・浸水想定区域図 

・排水活動 

・水防活動※ 

・水害ハザードマップ※ 

・防災訓練※ 
※自治体や地域の活動 

 減災対策（参照：防災教育学習指導計画（案）解説、p33～36） 

 
 

 

 

 
河川改修・

減災対策

は、第５学

年の内容 

 

  

タイムライン ホットライン（市区長－河川事務所） 

水防活動 

排水ポンプ車 

・タイムラインは、地域で発生する自然災害に対して、

地域の防災機関や様々な関係機関が予め行うべき防災

行動を整理した防災行動計画です。国土交通省では、

洪水時に市区町長が避難勧告等を確実に発令できるよ

う、避難勧告等の発令を目的とした、水害対応タイム

ラインを作成しています。 

・ホットラインとは、市区町長が行う避難勧告等の発令の判断を

支援するための情報提供の一環として、河川管理者から、必要

に応じ河川の状況、水位変化、今後の見通し等を市区町長等へ

直接電話等で伝える仕組みのことです。 

・河川管理者や水防団は、洪水時に堤防

周辺をパトロールし、川の水が堤防を

超えそうなときは土のうを積んでかさ

上げしたり、堤防の裏側（居住側）か

ら水が吹き出ししている場合には水防

工法（月の輪工）によって堤防の決壊

を防ぐように対応を行います。 
・河川管理者は、大雨や洪水氾濫によって住宅地側に水がたまって河川

への排水が進まないとき、排水ポンプ車を出動させて、安全を確認し

ながら利根川等への排水作業を行い、住宅地側で浸水が続く時間を短

くするように対応を行います。 

・進行性の災害である水害対応においては、タイムラインの作成とホットラインの実施により、発災時に効率的・効果的に

応急対策を行うことができ、被害防止につながります。  
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4.3 （3／12）わたしたちの学校での災害に対する備えは 

防災教育学習指導計画（案）「自然災害からくらしを守る（小学校 第４学年 社会科）」 
学習指導計画（案）作成：板倉町立板倉東小学校 

追記：国土交通省 利根川上流河川事務所                                                                               

河川に関わる資料：国土交通省 利根川上流河川事務所 

時限 小単元 ねらい 

３／１２ 「わたしたちの学校での災害に対する備えは」 
・気付きを防災のひみつ発見カードに表す活動を設定することにより、集めた情報を共有したり、整理したりすることができ

るようにする。 

        

学習指導計画（案）  

板倉町の防災対応に関わる資料 河川に関わる資料 備考 
過程 

子供の活動 

（◆主な学習活動、・子供の反応、

内容） 

指導・支援 

 

調べる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆３：わたしたちの学校での災害に

対する備えについて調べよう。 

・地震の時 

・風水害の時 

 

 

・災害に対する備えに気

づくようにする。 

・地震の時 

・風水害の時 

 

〇気付きを「防災のひみ

つ発見カード」に表す

活動を設定することに

より、集めた情報を共

有したり、整理したり

することができるよう

にする。 

 

 

板倉町の防災施設など（参照：防災教育学習指導計画（案）解

説、p26～31）  
 

 

利根川 洪水浸水想定区域 

 
（注）渡良瀬川の北側にも浸水想定 

区域がありますが、本図では表示 

されていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象学年 

第 4 学年 

◎：学校にある災害に対する備えを

しらべよう。 

☆体育館の横に防災倉庫があるよ 

☆職員室、体育館に AED がある 

ＡＥＤ 

防災倉庫耐震設備等 

災害備蓄品一覧 

太陽光発電パネル（屋上）  

非常用コンセント 

・体育館の横にあるね。 

・倉庫の中はどうなっているのか

な。 

災害備蓄品について 

・何のためにあるのかな？ 

 

◎アレルギーに対応した食品はある

のかな？ 

・何人分あるのかな。 

・何日分あるのかな。 

・どうやって使うのかな？ 

 

・自分たちで調べたことをまとめ

て、発表してみよう。 

 

 

・河川管理者が公表している利根川の洪水浸水想定区域

図によれば、板倉町は概ね 5ｍ～10m で、板倉西小学

校は最大 3m 程度の浸水が想定されます。 

太陽光発電パネ

 
非常用
ひ じょ う よ う

コンセ

 

防
ぼう

災
さい

倉
そう

庫
こ

内部の写

 
防
ぼう

災
さい

倉
そう

AE

 
防
ぼう

災
さい

倉
そう

庫
こ

内部の写

 

・板倉東小学校（体育館）は板倉町によって避難所に指

定されており、災害時には町の人たちが避難する場所

として見込まれています。 

・小学校の中には災害時の備えとして、太陽光パネルや

防災倉庫、ＡＥＤがあります。防災倉庫の中には、災

害時に避難した人たちのための飲み水や食べ物（アレ

ルギー対応食）などが保管されています。 

板倉東小学校 

■板倉西小学校付近の想定最大浸水深等

板倉西小学校

計画規模 利根川流域の想定最大規模降雨

最大浸水深 3.0ｍ以下

洪水到達時間 利根川の左岸×で堤防が決壊した場合、約12時間後

浸水継続時間 12時間程度

浸水深0.5ｍの
場合、大人のひざ下
まで浸水

浸水深3.0ｍの場合、
１階の天井まで浸水
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4.4 （4／12）板倉町での水害に対する備えを調べよう 

防災教育学習指導計画（案）「自然災害からくらしを守る（小学校 第４学年 社会科）」 
学習指導計画（案）作成：板倉町立板倉東小学校 

追記：国土交通省 利根川上流河川事務所                                                                               

河川に関わる資料：国土交通省 利根川上流河川事務所 

時限 小単元 ねらい 

４／１２ 「板倉町での水害に対する備えを調べよう」 ・身近な地域を調査することにより、水害の備えとその意味を具体的に理解する。 

        

学習指導計画（案）  

板倉町の防災対応に関わる資料 河川に関わる資料 備考 
過程 

子供の活動 

（◆主な学習活動、・子供の

反応、内容） 

指導・支援 

調べる ◆４：わたしたちの町での水

害に対する備えについて調

べよう。 

 

◎板倉町では、風水害に対す

る備えはどうしているので

しょう。 

☆３年生のとき、水塚（みず

か）、揚舟（あげぶね）を

みたよ。 

☆土嚢、排水機場 

・防災訓練（6月） 

 

 

 

 

 

・災害が発生したときには、

人々の協力や、関係機関の

連携によって、避難、救

命、救助、復旧のための活

動がおこなわれていること

がわかる写真を示す。 

 

〇身近な地域を調査すること

により、水害の備えとその

意味を具体的に理解するこ

とができるようにする 

 

・災害発生時の人々や関係機

関の働き 

・関係機関の役割と連携 

 

 

救命・救助のイメージ写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真 救命・救助のイメージ 

 

 

 

 
 

 
※避難所の安全レベルの定義は次ページに示しています 

（出典：板倉町防災マップ（令和 2 年 6 月版）） 

（次ページに続く） 

板倉町の排水機場（参照：防災教育学習指導計画（案）解説、

p38～39） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象学年 

第 4 学年 

◎排水機場はどんな働きをす

るのかな。 

☆町役場の人の話 

川の水が増えると大変だ

ね。 

 

町役場の人の話 

板倉町は、利根川 、渡良瀬

川、またその支 流である谷

田川の堤防に囲まれてい

て、土地の高さが低いた

め、大雨が降ると、川へ水

を流すことができません。

このため、５つの排水機場

でポンプを使って川へ流し

ています。（内水対策とい

います） 

 

 

 

・町役場の人の役割や動きを

まとめてみよう。 

・災害時には自衛隊が派遣され、逃げ遅れた人たち

の救命・救助を行います。 

P

P
排水機場

ゲート

支流 利根川

利根川

支流

雨水

支流の水をポンプ
でくみ上げて利根
川に流します

ゲートを閉めて利根川
の水が支流に逆流し
ないようにします

排水機場
はいすいきじょう

のはたらき 
大雨が降って利根川の水位が支

流より高くなると、逆流しないように

ゲートを閉めて、排水
はいすい

ポンプで支流

の水を利根川に流し、支流沿いの

浸水
しんすい

被害
ひ が い

を防ぎます。 

(国)谷田川
第2排水機場

(農)邑楽東部
第1排水機場

(県)邑楽東部
第2排水機場

(国)谷田川
第1排水機場

館林IC

羽生PA

渡良瀬川→

板倉町
渡良瀬
遊水地

P P

板倉東洋大前駅

(国)谷田川
排水機場

P
P

P

凡例：（国）国土交通省、（農）農林水産省、（県）群馬県

・板倉町は河川堤防に囲まれた立地となっていることか

ら。大雨が降ると川へ水が流れずに内水氾濫が発生し

やすいため、5 つの排水機場でポンプを使って川へ水

を流すように対策をしています。 

板倉町の避難所 
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学習指導計画（案）  

板倉町の防災対応に関わる資料 河川に関わる資料 備考 
過程 

子供の活動 

（◆主な学習活動、・子供の

反応、内容） 

指導・支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 
（出典：板倉町防災マップ（令和 2 年 6 月版）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年東日本台風（台風 19 号）における板倉町内の排水機場

（国土交通省）の運転状況 

 

 

 排水能力 累積排水量 運転時間 

谷田川 

排水機場 

 

50m3/s 

（10m3/s ポンプ

×５台） 

 
 

約 850 万

m3 

10/12、14：

50 

～ 

10/15、9：00 

 

谷田川 

第２排水

機場 

 

１２m3/s 

（３m3/s ポンプ×

４台） 

 
 

約 54 万

m3 

10/13 0:47 

～ 

10/14 4：20 

谷田川 

第 1 排

水機場 

 

 

 

10m3/s 

（５m3/s ポンプ×

２台） 

 
 

約 280 万

m3 

10/13 0:12 

～ 

10/16 7：00 

 

 

 

 

  

・板倉町では、地震や洪水等の災害が発生したときに

備えて、避難所が決められています。地震に対応す

る施設は 15 箇所、洪水に対応する施設は 17 箇所

あります。 

 また、自分で避難することが難しい人たち（要配慮

者）のための避難所（福祉避難所）については、地

震に対応する施設は 9 箇所、洪水に対応する施設は

2 箇所が決められています。 
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4.5 （5／12）消防団や自主防災組織について調べよう 

防災教育学習指導計画（案）「自然災害からくらしを守る（小学校 第４学年 社会科）」 
学習指導計画（案）作成：板倉町立板倉東小学校 

追記：国土交通省 利根川上流河川事務所                                                                               

河川に関わる資料：国土交通省 利根川上流河川事務所 

時限 小単元 ねらい 

５／１２ 「消防団や自主防災組織について調べよう」 
・地域の関係機関は、風水害を未然に防ぐために、避難訓練の実施、危険箇所の見回りや点検など、地域の住民が風水害防止

に協力していることを理解する。 

        

学習指導計画（案）  

板倉町の防災対応に関わる資料 河川に関わる資料 備考 
過程 

子供の活動 

（◆主な学習活動、・子供の反応、

内容） 

指導・支援 

 

調べる 

 

 

 

 

◆５：消防団や自主防災組織の取組

について調べよう。 

 

◎消防団や自主防災組織について調

べよう。 

☆地域が協力することで災害を少し

でも減らせるね。 

 

 

 

 

 

〇消防署の人や町役場の

担当者をゲストティー

チャーとして招いて、

話を伺うようにする。 

 

 

 

 

 

・それぞれの機関の役割

をまとめさせる。 

 

水防訓練・避難訓練・防災備品 

  

  
水防訓練 

  
地域住民による避難訓練 

 

 

 

  
防災備蓄品の確認 

 

 

 

 

 
 

水防拠点・堤防点検 
 

     
水防拠点の事業説明のイメージ 

 
徒歩による堤防の点検のイメージ 

 

 

◎消防団の人に話をきこう 

・自然災害に対する人々の働き 

・人命・財産を守ることの大切さ 

・関係機関の役割・連携 

・防災情報の提供  

 

 

・ゲストティーチャーの方のお話

を聞いて、どんな感想を持ちま

したか。 

 

 

  

・自主防災組織は、災害時に自助・共助を行うための組

織で、町内会単位で組織されます。 

・洪水時に備えて、消防団の人

たちは、単独または河川管理

者と合同で堤防が決壊しない

ように被害を抑えるための水

防訓練を行っています。 

・板倉町の各地区では、防災倉庫に

災害時に備えた資材を保管してい

ます。資材は、電源延長コード、

ブルーシート、リヤカーなどで

す。 

・河川管理者（国）は、市町や消防団と一緒

に、洪水時に比較的危険度が高い河川堤防箇

所や区間を毎年台風が来る前の５月頃に現場

で確認しています。 

 平成 27 年 9 月の関東・東北豪雨の後、河川

管理者は、全国の河川で洪水時の人命をまも

り、暮らしへの被害を抑えるため、「水防災

意識社会再構築」の取組を関係する県や市町

村とともに進めています。この取組の中で、

上記の関係者に加え、川沿いの住民も加わっ

て現地確認を行う堤防の共同点検の取組も進

められています。 
・令和元年東日本台風(台風 19 号)では、各地で浸水等

の被害を受ける危険な状況の中、土嚢積みや住民の避

難誘導などの水防活動を行いました。 
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4.6 （6／12）水害が起こったら、国や県、町はどのようにするのかな 

防災教育学習指導計画（案）「自然災害からくらしを守る（小学校 第４学年 社会科）」 
学習指導計画（案）作成：板倉町立板倉東小学校 

追記：国土交通省 利根川上流河川事務所                                                                               

河川に関わる資料：国土交通省 利根川上流河川事務所 

時限 小単元 ねらい 

６／１２ 
「水害が起こったら、国や県、町はどのようにするの

かな」 

・国や県は、防災計画に基づく防災対策、防災情報の発信や避難態勢の確保などの対策や事業の取組があることに気付く。 

        

学習指導計画（案）  

板倉町の防災対応に関わる資料 河川に関わる資料 備考 
過程 

子供の活動 

（◆主な学習活動、・子供の

反応、内容） 

指導・支援 

 

調べる 

 

 

 

◆６：水害が発生した時に、

県や町、消防署や警察署の

人々がどのような対策をし

ているのか調べよう。 

 

◎風水害が起こったときに、

国や県、町はどのような対

策をとるのだろう。 

・自然災害に対する人々の働

き 

・人命・財産を守ることの大

切さ 

・関係機関の役割・連携 

・防災情報の提供 

・備蓄、防災情報、避難訓練 

・防災、減災の取り組み 

・改修工事、ハザードマップ 

・危険地域の見守り  

 

〇水害が発生する

と、県や町などの

関係機関は、協力

して対処してきた

ことを具体的に捉

えることができる

ようにする。 

 

・災害に備えるため

にはさまざまな取

組がおこなわれて

いるが、一人一人

の備えが大切であ

ることを理解し、

自分たちにできる

ことを考え、選

択・判断できるよ

うにする。 

 

 

 

関係機関の情報伝達（参照：防災教育学習指導計画（案）解説、p33～36）  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自衛隊 

 
(人命救助、孤立者救助)       （水防活動） 

西日本豪雨の時の写真       桂川洪水時の土のう作成状況 
(出典：防衛省ホームページ、

http://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11347003/www.mod.go.jp/j 

/approach/defense/saigai/h30_ooame/photo.html 

 

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ 

 

  

 

国・県の働

きは、第５

学年の内容 

◎資料をみて調べよう 

☆自助 ガイド、リーフレッ

ト 

☆共助 板倉町の防災訓練 

☆公助 自衛隊  防災センタ

ー 

・どうやって避難しますか。

考えてみよう。 

 

 

  

・災害が発生したときに備えて、防災関係機関（気象台や国（河川管理

者）、県、市町、消防、警察など）はあらかじめ情報の収集・伝達を行う

ための連絡の流れを作成しています。 

市民への避難行動に関する伝達は、主に市町から発信されます。 

災害の規模が大きいときは、被災した自治体（市町、県）から自衛隊や

TEC-FORCE の出動要請を行います。 

自衛隊は、主に救命救助を行います。 

排水ポンプ車による排水状況 

ドローン(無人航空機)を使った被災調査状況 

・TEC-FORCE は、道路の障害物を

取り除いて緊急車両が通れるように

したり、排水ポンプ車を使って居住

地側に氾濫した水を河川に排水した

りして災害の復旧を行います。 
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1)＜参考資料＞内水と外水氾濫 

学習指導計画（案）  

河川に関わる資料 備考 
過程 

子供の活動 

（◆主な学習活動、・子供の反

応、内容） 

指導・支援 

 

調べる 

 

【内水と外水氾濫】 

 

◆利根川などによる外水氾濫の

ほかに内水氾濫による危険が

あることに気付く。 

 外水氾濫と内水氾濫のメカニズム（参照：防災教育学習指導計画（案）解説、p37） 

 

 

 

 

 
 

 

 

 内水による浸水                    内水氾濫による被害軽減のための排水施設 
（参照：防災教育学習指導計画（案）解説、p38～39） 

 

 

 

 

 

写真 ポンプ車による内水排除の状況

（H29/10/23） 

 

 

 

                                      

図 利根川上流管内における６箇所の排水機場 

 

堤内地
ていないち

堤外地
ていがいち

川
堤
防

て
い
ぼ
う

堤
防

て
い
ぼ
う

堤外地／堤内地 
堤外地／堤内地を区分した 

ななめ写真 

・河川堤防から居住地側を堤内地、河川堤防に囲まれた河川敷を堤外地といいます。 

・外水氾濫は、堤外地の水が堤内地にあふれて浸水被害が発生する場合をいいます。 

・内水氾濫は、堤内地の水が堤外地に流れる前にあふれて浸水被害が発生する場合をいいます。内水氾濫では、下水管が逆流し、マ

ンホールが外れたりします。 

外水氾濫のイメージ 内水氾濫のイメージ 

内水の状況と排水ポンプ車に

よる内水排除 

 
・内水氾濫が発生するときは河川の水位が高い状況であるため、水門などで逆

流を防ぎながら、排水機場や排水ポンプ車により堤外地へ水をくみ上げて流

し、浸水被害の解消を図ります。 
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2)＜参考資料＞洪水発生時の関係機関の動き 

学習指導計画（案）  

河川に関わる資料 備考 
過程 

子供の活動 

（◆主な学習活動、・子供の反

応、内容） 

指導・支援 

 

調べる 

 

◆実際に水害が起きたらどのよ

うに対応するか調べる。 

・情報伝達 

・水防活動 

・排水活動 

 洪水発生時の関係機関の動き（参照：防災教育学習指導計画（案）解説、p40～42）  

  

住民に避難勧告等が発令されるまでの連絡系統 洪水予報*、避難の情報の伝達方法（イメージ） 

水防活動（再掲） 

川の水位に応じた水害対応 

関係機関の水害対応 

排水活動（再掲載） 
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4.7 （7／12）災害が起こったとき自分でできることは何だろう 

防災教育学習指導計画（案）「自然災害からくらしを守る（小学校 第４学年 社会科）」 
学習指導計画（案）作成：板倉町立板倉東小学校 

追記：国土交通省 利根川上流河川事務所                                                                               

河川に関わる資料：国土交通省 利根川上流河川事務所 

時限 小単元 ねらい 

７／１２ 
「災害が起こったとき自分でできることは何だろ

う」 

・災害当時の避難所の様子を撮った写真や新聞記事をみて、避難者の生活を考えて、自分たちで何ができるかを考える。 

 

        

学習指導計画（案）  

板倉町の防災対応に関わる資料 備考 
過程 

子供の活動 

（◆主な学習活動、・子供の反

応、内容） 

指導・支援 

 

調べる 

 

 

 

 

 

◆７：災害が起こった時、自

分でできることはどんなこ

とだろう。 

 

◎わたしたちにできることを

考える 

☆避難所の写真 

☆避難所生活の記事 

 

◎避難所の生活と普段の生活

が違うね 

☆助け合うことが大切だね。 

・がまんしなくては 

・協力しあう。 

 

 

 

〇災害当時の避難所

の様子を撮った写

真や新聞記事を見

て、避難者の生活

を考えさせるよう

にする。 

 

・災害への備え、災害

時の対応  

・自分でできること 

・家庭、地域、学校で

できること 

 

 

 
・体験してみよう（も

ありかな？） 

 

避難所の生活の写真 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（神戸市 提供） 

 

板倉町洪水ハザードマップ 

 
 

 
（出典：板倉町防災マップ（令和 2 年 6 月版）） 

 

 

※避難場所のリストは、本資料「（4/12）板倉町での水害に対する備

えを調べよう」、に示しています。 

 

 

 

 

 

 

◎避難所ってどんな感じだろ

う。 

 

 

◎避難の仕方はどうすればい

いのかな 

・地震の時 

・風水害の時 

 

 

◎避難所ではどんなことをす

ればいいのだろう。 

 

・ゴミ出しの手伝い 

・周りの整理整頓 

・弟や妹のお世話 

・布団をたたむ など 

 

 

 

 

 

 

・災害発生のおそれが高まり市町から避難勧

告等が発令されたときや地震や水害等の災

害が発生したとき、市民は避難所へ避難を

行います。大規模な災害によって自宅へす

ぐに戻ることが難しい場合は、避難所で一

時的に生活をすることになります。 
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(1)＜参考資料＞適切な避難行動 

学習指導計画（案）  

河川に関わる資料 備考 
過程 

子供の活動 

（◆主な学習活動、・子供の反

応、内容） 

指導・支援 

 

調べる 

 

◆今までの学習をもとに自然災

害に対して自分達にできるこ

とについてクラスで話し合

う。 

 

・避難の準備 

（持っていく物、行く場所、

行き方） 

・水位情報 

・警戒レベルと避難行動 

 事前避難、避難行動、川の防災情報（参照：防災教育学習指導計画（案）解説、p43～44）  

 

  

適切な避難行動 

水位観測所断面図（水と避難の関係） 

警戒レベルに応じた適切な避難行動 

・大雨がふって河川の氾濫がおこると、低地にある農地や家屋等が浸水被

害を受けます。堤防沿いでは流れが強く、家屋が流されるなど命の危険

があります。 

このため、避難勧告が発表されるなど危険が高まったときは、余裕をも

って高いところの避難所等へ水平避難するか、滞在場所の高い場所へ移

動する垂直避難が考えられます。 

・河川の主な地点には水位を観測する装置が設置されています。これら

の地点で観測された水位はインターネットホームページ「川の防災情

報」で発信されています。 

 また、観測地点別に避難の目安となる水位が設定されており、避難判

断水位に到達するとき「避難準備・高齢者等避難開始」、氾濫危険水

位に達すると「避難勧告」や「避難指示（緊急）」が発表されます。 

・平成 30 年 7 月豪雨では 200 名を超える人的被害が

発生するなど甚大な被害が発生しましたが、避難勧告

などの情報が受け手である住民に正しく理解されてい

ないと推定されました。このことから、内閣府は、災

害発生の危険度ととるべき避難行動を分かりやすくす

るために警戒レベルを５段階で設定し、平成 31 年か

ら運用を始めました。 
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4.8 （8～10／12）防災体験ができる施設に行ってみよう 

防災教育学習指導計画（案）「自然災害からくらしを守る（小学校 第４学年 社会科）」 
学習指導計画（案）作成：板倉町立板倉東小学校 

追記：国土交通省 利根川上流河川事務所                                                                               

河川に関わる資料：国土交通省 利根川上流河川事務所 

時限 小単元 ねらい 

８～１０／１２ 「防災体験ができる施設に行ってみよう」 
・利根川防災センターを見学し、豪雨体験や土嚢作りなどの体験を通して、防災の意識をもつようにする。 

 

        

学習指導計画（案）  

板倉町の防災対応に関わる資料 河川に関わる資料（国土交通省利根川上流河川事務所） 備考 
過程 

子供の活動 

（◆主な学習活動、・子供

の反応、内容） 

指導・支援 

 

みんな

で確か

める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆８～10：防災体験ができ

る施設に行ってみよう 

 

◎防災体験ができる施設で

は、どのような学習がで

きるかな。 

 

☆土のう作り体験 

☆降雨体験 

 

 

 

 

〇利根川防災センター

を見学し、豪雨体験

や土嚢作りなどの体

験を通して、防災の

意識をもつようにす

る。 

 

・降雨体験では、動き

がかなり制限される

ことに気付かせる。 

 

・自分たちも、防災・

減災に関われること

に気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

〇逃げるを基本として 

「自分自身の命は自分

で守る」を意識させ

る。 

体験学習の様子、体験施設の様子 

 

 
水のうづくり体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜降雨体験車＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

災害対策車両の見学 

 

 

 

 

 

◎防災体験ができる施設に

き、どんなことを学びまし

たか。 

 

 

  

・「土のう」の代わりとして、家庭で簡単に作れる

ものとして「水のう」があります。 

水のうは、ゲリラ豪雨などにより、突発的に浸水

被害が発生するおそれがある場合に、室内への浸

水を防ぐ手段として活用できます。 

・降雨体験車は、車内で台風に関する映像を

見ながら、１時間 300mm の豪雨を体験

することができます。 

・災害対策車両の見学では、全国の災害発生

時に国土交通省の TEC-FORCE が使用す

る「照明車」、「排水ポンプ車」、「対策

本部車（拡幅型）」等を見て解説を聞くこ

とができます。 
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4.9 （11～12／12）『マイタイムライン』を作ってみよう 

防災教育学習指導計画（案）「自然災害からくらしを守る（小学校 第４学年 社会科）」 
学習指導計画（案）作成：板倉町立板倉東小学校 

追記：国土交通省 利根川上流河川事務所                                                                               

河川に関わる資料：国土交通省 利根川上流河川事務所 

時限 小単元 ねらい 

１１～１２／１２ 「『マイタイムライン』を作ってみよう」 

・防災について自分で考えたことを「マイタイムライン」の表す活動を通して、風水害が起きる前や起きた後の防災・減災の

取り組みについて具体的に考え、判断できるようにする。 

 

        

学習指導計画（案）  

河川に関わる資料（国土交通省利根川上流河川事務所） 備考 
過程 

子供の活動 

（◆主な学習活動、・子供

の反応、内容） 

指導・支援 

 

広げ 

深める 

 

 

 

 

 

◆11：防災の取組を学んで

きて 

 

◎マイ・タイムラインの作

り方を見てみよう。 

 

 

 

◆１２：自分たちに何がで

きるかを考えて、「マイ

タイムライン」を作って

みよう。」 

 

◎自分のタイムラインを作っ

て見ましょう。 

 

 

〇考えたことを「マ

イタイムライン」

に表す場を設ける

ことで、水害が起

きる前 や起きた後

の防災・減災の取

り組みについて具

体的に考え、判断

できるようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

マイタイムラインノート（参照：防災教育学習指導計画（案）解説、p45～47） 

 

参照：利根川上流版マイタイムラインノート（板倉町） 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

  

・マイタイムラインは、平成 27 年 9 月関東・東北豪雨災害を受けた常総市において、住民がそれぞれの避

難のタイミングを予め考えておくこと、災害発生時には必要な行動を忘れないためのチェックリストとする

ため検討されました。 
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1)＜参考資料＞避難の留意事項 

学習指導計画（案）  

河川に関わる資料 備考 
過程 

子供の活動 

（◆主な学習活動、・子供の

反応、内容） 

指導・支援 

 

広げ 

深める 

 

 

・今までの学習をもとに家の

人と話し合いながらマイタ

イムラインを作成する。 

 避難の留意事項（参照：防災教育学習指導計画（案）解説、p45～47） 

 

 

 
 

 

 

タイムライン（洪水時の行動） 

避難用具 

各自治体のハザードマップ 

避難の仕方・留意事項 

・マイタイムラインを作成する際は、３日前から氾濫発生までの情

報と避難行動を確認し、合わせて洪水ハザードマップや避難用

具、避難の仕方・留意事項について考えておくことが重要です。 （出典：板倉町防災マップ、令和 2 年 6 月版） 
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